




てくてく情報2012年６月号

復元された野草

＜南エリアの道沿い＞

　所々に懐かしい野草が咲

いています。園内で里山保

全に取り組んでいる「もり

もりクラブ」が、繁殖させ

ているものです。

　6月中旬には、花が提灯

（ちょうちん）の様なホタ

ルブクロ、下旬には、花が

トラのしっぽの様なオカト

ラノオが楽しめます。 オカトラノオ

花桃だって実を付けます＜桃林＞

　実は成長しても、大きさは3cm程です。ぜ

ひ、目で見て手にとって確かめてみましょ

う。味は、薄い桃の味です。※害虫駆除の農

薬を散布しているので食べないように！

　桃林には、果物の品種もあります。珍しい

ものとして、実がアンパンの様な形をした大

紅蟠桃があります。孫悟空は、この実を食べ

て百人力となったという伝説付きの桃です。

元屋敷の四阿のそばに植えられています。花桃「矢口（ﾔｸﾞﾁ）」の実 大紅蟠桃（ﾀｲｺｳﾊﾞﾝﾄｳ）の実

アジサイの色について＜桃林・花菖蒲田＞

　アジサイの花色は、土が酸性だと青、アルカリ性

だと赤です。（リトマス試験紙とは反対！）

　その仕組みは･･･アジサイは自分でアントシアニ

ンという赤色の色素を作っています。これだけなら

赤です。これに、根から吸い上げた土に溶けている

アルミニウムが加わると青色になります。アルミニ

ウムは酸に溶けやすいので、酸性の土にはアルミニ

ウムが多く含まれます。日本の土は、自然の状態で

酸性の場所が多いので、青色のアジサイが多くなり

ます。ちなみにヨーロッパでは、土がアルカリ性な

ので、アジサイと言えば、赤となります。

ハナショウブ＜花菖蒲田＞

　いずれがアヤメかカキツバタ？

　花の時期と育つ場所を比べてみましょう。

　・アヤメ　　　：5月上旬～中旬、乾いたところ

　・カキツバタ　：5月中旬～下旬、水中

　・ハナショウブ：6月上旬～下旬、湿ったところ

　

　ちなみに、端午の節句の菖蒲湯に使うショウブの

葉は、サトイモ科のショウブの葉です。

　本種は、アヤメ科のハナショウブです。なにか

と、間違われやすい植物です。　

ホタルブクロ



・葉と花は水の上に立ちあがる。

・葉は、水をはじく。

・葉に切れ込みがない。

・葉と花は水面に浮かぶ。

・葉は、水にぬれる（水をはじかない）。

・葉に切れ込みがある。

ハス　＜大賀蓮池＞ スイレン　＜浄円坊の池・鯉池＞

オオガハスを見るついでに、おとなりの池ものぞいて見ませんか

てくてく情報2012年7月号

くらべてみよう！

鯉池の水生植物のご紹介

夏は、やっぱり水遊び＜中山台＞

 運転時間は、10:00～16:00。地下100ｍからポ

ンプでくみあげています。水温は一年を通じて

15度前後と、夏は、ちょっとひんやり。源泉か

け流しの、ぜいたくをどうぞ！

アサザ（ミツガシワ科,多年草）

　葉は、大きさ5～10cm程で、形は卵形または

円形で、裂け目が入る。花は朝開いて、昼に

は閉じる。ひとつひとつの花の寿命は一日。

ガガブタ（ミツガシワ科,多年草）

　葉は、大きさ7～20cm程で、形は卵形円形

で、裂け目が入る。名前は、葉っぱを鏡のフ

タに見立てたころから、カガミフタ→ガガブ

タと呼ばれるようになったそうです。

ガガブタ（スイレン科,多年草）

　水中の根茎が白くごつごつしていることか

ら、河骨（カワホネ）→コウホネと呼ばれる

ようになったそうです。
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